
1 一般缶連合会ニュース／第127号（平成29年7月31日）

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
木
暮
氏
は
２
０
０
９
年

に
国
が
実
施
し
た
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
問

題
点
な
ど
を
指
摘
し
た
あ
と
、
一
般
社
団
法
人
日

本
排
出
量
取
引
支
援
機
構
の
設
立
経
緯
や
自
ら
考

案
し
た
「
省
エ
ネ
診
断
士
」
資
格
、「
携
帯
省
エ

ネ
ポ
イ
ン
ト
」
制
度
、「
建
物
ま
る
ご
と
省
エ
ネ

ナ
ビ
」
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
紹
介
し
た
。
同
氏
は
こ

れ
ら
の
全
国
的
な
普
及
・
展
開
を
目
指
し
、
そ
の

必
要
性
を
訴
え
な
が
ら
、
と
く
に
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
具
体
的
な

数
値
に
置
き

換
え
て
「
見

え
る
化
」
に

す
る
手
法
で

の
省
エ
ネ
実

践
例
を
解
説

し
た
。

中
小
企
業
の
省
エ
ネ
実
現
に
向
け

　
　
　
　  

専
門
家
を
交
え
た
討
論
を
展
開
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パ
ネ
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ィ
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ッ
シ
ョ
ン

 

パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
言
要
旨

新
開
発
の
マ
フ
ラ
ー
で

内
燃
機
関
か
ら
出
る
C
O
2
を
大
幅
削
減

緒
方　

地
球
に
優
し
く
経
済
に
貢
献
す
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
平
成
５
年
か
ら
大
気
浄
化
装
置
の

研
究
開
発
を
始
め
て
、
内
燃
機
関
か
ら
す
べ
て
の

公
害
物
質
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
を
達
成
し
た
。

今
世
界
中
の
C
O
2
（
二
酸
化
炭
素
）
の
量
は
計

算
方
法
が
お
お
ま
か
す
ぎ
て
真
実
の
数
字
は
発
表

さ
れ
て
い
な
い
。
人
間
の
命
よ
り
も
、
地
球
が
な

く
な
る
ほ
う
が
も
っ
と
大
事
だ
し
、
次
世
代
の
子

供
を
守
る
た
め
な
ら
C
O
2
削
減
に
貢
献
し
て
ほ

し
い
。
先
日
、
小
池
都
知
事
に
「
自
動
車
等
の
内

燃
機
関
か
ら
排
出
さ
れ
る
C
O
2
を
削
減
す
る
た

め
に
使
用
過
程
車
に
対
す
る
燃
費
規
制
条
例
の
施

行
の
要
望
書
」
を
提
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

　

世
界
中
の
走
行
車
は
約
15
億
台
あ
る
。
そ
こ
か

ら
出
て
い
る
C
O
2
の
量
は
約
3
2
5
億
ト
ン
。

そ
れ
の
20
%
、
65
億
ト
ン
が
内
燃
機
関
か
ら
出
て

い
る
。
世
界
中
の
15
億
台
に
、
私
の
開
発
し
た
マ

フ
ラ
ー
（
C
O
2
低
減
装
置
）
を
付
け
る
と
、
約

60
%
の
C
O
2
が
取
れ
る
こ
と
が
確
証
で
き
る
。

こ
の
マ
フ
ラ
ー
は
、
大
気
圧
を
利
用
し
て
、
マ
フ

ラ
ー
の
中
の
空
気
の
流
を
良
く
す
る
。
川
の
流
れ

の
よ
う
に
、
川
の
縁
を
通
る
温
度
と
真
ん
中
を
通

る
温
度
と
は
、
真
ん
中
の
ほ
う
が
若
干
冷
た
い
。

風
の
流
れ
を
早
く
す
る
と
、
も
ろ
も
ろ
冷
え
る
。

だ
か
ら
普
通
、
自
動
車
の
ア
ク
セ
ル
を
目
一
杯

（
4
0
0
0
回
転
）
ふ
か
す
と
、
マ
フ
ラ
ー
の
中

の
風
速
が
約
マ
ッ
ハ
1.6
速
く
な
る
。
吹
き
矢
と
一

緒
で
、
狭
め
る
と
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
。
そ
し

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
29
年
７
月
６
日
、
東
京
・
港
区
の
浜
松
町
東
京
會
舘
で

「
一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
7
」
を
開
催
し
、
会
員
企
業
な
ど
1
1
8
人
が
参

加
し
た
。
第
１
部
は
日
本
排
出
量
取
引
支
援
機
構
代
表
理
事
の
木
暮
徹
氏
が
「
儲
か
る
省
エ
ネ
が
会

社
を
救
う
！
〜
見
え
る
化
が
省
エ
ネ
の
肝
〜
」
と
題
し
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
第
２
部
は
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
運
営
委
員
長
の
鳥
居
廣
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
「
中
小
企
業
の
省
エ

ネ
を
ど
う
実
現
さ
せ
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
討
論
を
展
開
し
た
。
第
３
部
は
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
懇
親
を
深
め
た
。（
司
会
は
小
西
康
晴
運
営
副
委
員
長
）
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く
か
温
と
る
す
く
き
大
て
し
に
造
構
重
二
を
側
て

で
所
場
る
な
く
か
温
。
る
な

M
P

状
子
粒
小
微
（

で
ろ
こ
と
る
な
く
速
、
を
）
質
物

X
O
N

素
窒
（

ら
43
%

削
を
料
燃

料
燃

が
22
%
、

X
O
N

も

O
C
2

。
た
し
減
削
分
半
も

を
元
還
に
員
業
従

暮
木

進
推
を
ネ
エ
省
に
心
中
を
」
化
る
え
見
「
　る

す

O
C
S
E

業
事
）
コ
ス
エ
（

を
40

践
実
間
年

が
と
こ
る
や
で
分
自
は
断
診
ネ
エ
省
。
た
き
て
し

庭
家
。
だ
と
こ
く
付
に
身
番
一
り
あ
で
ト
ン
イ
ポ

タ
ス
ら
か
」
油
「
は
事
仕
の
分
自
。
と
こ
じ
同
も

２
（的
期
定
は
油
の
こ
こ。
た
い
て
れ
わ
使
ん
さ
く

油
新
。
た
い
て
れ
さ
換
交
と
油
新
に
）
回
１
に
年

用
費
の
当
相
で
の
い
高
は
段
値
の
油
で
換
交
の
と

昭
。
た
し
過
ろ
で
械
機
に
う
よ
の
析
透
工
人
の

和

51

は
油
新
、
時
当
年

1

0
2
1

上
、
円

で
品
等

0
0
2

円
が
50

か
円

ら
60

き
で
生
再
で
円

使
く
長
構
結
も
に
械
機
密
精
は
油
た
し
過
ろ
。
た

。
た
え

電
「」
油
「で
ま
れ
こ。
た
い
付
い
思
を
み
組
仕
う
い

技
の
ネ
エ
省
な
ろ
い
ろ
い
と
」
水
「」
ス
ガ
「」
気

の
代
世
新
、
の
プ
イ
タ
い
し
新
は
実
、
は
の
う
い

な
に
と
こ
る
す
減
半
が
ス
ガ
排
り
な
く
良
が
費
燃

等
油
軽
、
油
重
に
外
以
ン
リ
ソ
ガ
は
に
料
燃
。
る

こ
る
え
与
を
界
磁
・
波
磁
電
に
こ
そ
、
が
る
あ
がと

で
10
%

複
を
れ
こ
。
る
き
で
が
ネ
エ
省
の
後
前

。
る
な
に」
業
事
コ
ス
エ
料
燃
「で
と
こ
る
や
に
的
合

と
い
な
え
補
か
な
か
な
は
で
品
商
の
け
だ
つ
一

　

る
や
て
け
つ
び
結
を
品
製
の
か
つ
く
い
、
を
ろ
こ

、
で
更
変
の
ム
テ
ス
シ
調
空
や
換
交
の
明
照
、
で

エ
省
も
割
３
ろ
こ
と
た
し
に
式
散
分
ら
か
式
中
集

水
、
て
め
や
を
プ
ン
ポ
環
循
の
め
た
る
せ
さ
環
循

種
各
は
例
事
な
う
よ
の
こ
。
る
き
で
減
削
割
３
と

却
冷
「。
る
き
で
が
と
こ
る
す
用
活
も
で
の
場
工

」
化
る
え
見
「
も
金
料
道
水
下
る
す
生
発
で
」
塔

き
で
は
で
人
一
も
れ
こ
。
る
れ
ら
け
受
を
免
減
で

。
る
す
を
り
く
づ
み
組
仕
の
加
参
員
全
で
の
い
な

ら
か
灯
光
蛍
を
明
照
、
は
で
例
の
場
工
缶
製

　

D
E
L

が
間
時
働
稼
間
年
。
た
し
換
交
に0

0
0
6

、
間
時

1

ト
20

だ
算
計
の
円

事
コ
ス
エ
分
十
は
れ
こ
。
る
き
で
収
回
で
年
２
と

で
ち
た
分
自
も
て
く
な
せ
任
に
者
業
、
で
の
な
業

す
出
を
り
も
積
見
に
者
業
、
て
え
数
を
数
の
明
照

。
る
あ
で
訳
る
き
で
で
け
だ

た
い
ら
も
て
し
言
宣
ら
か
者
営
経
を
と
こ
る
す
元

元
還
に
員
業
従
を
分
半
の
そ
ば
え
例
、
で
の
く
続

。
だ
ず
は
る
す
続
継
に
対
絶
ば
れ
す

た
し
用
活
金
助
補

で
修
改
備
設

を
現
実
化
ネ
エ
省

佐
岩

補
て
し
と
社
会
ル
サ
ン
コ
ネ
エ
省
は
社
弊

　

活
て
し
と
者
業
事
ネ
マ
ネ
エ
、
は
で
中
の
金
助
補

と
修
改
備
設
た
し
用
活
を
金
助
補
、
り
お
て
し
動

を
化
ネ
エ
省
の
体
全
場
業
事
、
で
中
の
組
取
う
い

。
る
い
て
し
現
実
く
多

が
類
種
な
々
様
に
実
は
に
金
助
補
係
関
ネ
エ
省

　

て
い
つ
に
」
金
助
補
合
ネ
エ
「
は
日
本
、
が
る
あ

平
で
級
大
最
内
国
は
て
し
と
金
助
補

成
29

の
度
年

は
模
規
算
予

4
3
2

照
・
調
空
る
ゆ
わ
い
。
円
億

の
分
２
が
国
を
用
費
修
改

1

の
分
３
し
い
な

1
補に

外
以
明
照
・
調
空
、
に
計
設
本
基
の
修
改

S
M
E

で
が
請
申
の
１
の
分
２
り
限
に
合
場
た
し
入
導
を

。
る
き

S
M
E

だ
る
き
で
が
御
制
の
ど
な
調
空
は

。
る

で
が
と
こ
う
行
を
化
る
え
見

平

　

成
28

と
例
事
入
導
の
金
助
補
合
ネ
エ
の
度
年

・
調
空
・
明
照
は
囲
範
新
更
の
備
設
。
る
す
介
紹
を

・
灯
銀
水
は
件
案
の
こ
。）
機
形
成
（
備
設
産
生

を
灯
光
蛍

D
E
L

に
式
動
電
ら
か
式
圧
油
を
機
形
成
、
て
し
修
改
を

は
費
業
事
総
。
た
え
替
り
切

2
8
9
8

補
、
円
万

の
分
２
率
助

1

額
金
入
導
質
実
、
い
行
を
請
申
で

は

5
9
0
5

気
電
、
が
る
あ
で
過
経
中
途
。
円
万

合
割

が
30.

%
8

量
力
電
用
使
間
年
、

は
31

%
6
.

、

額
金
入
導
質
実
、
は
で
果
効
対
用
費

5
9
0
5

万

は
金
料
気
電
減
削
、
し
対
に

6
7
3

測
予
と
円
万

収
回
資
投
。
る
れ
さ

は
13.
6

。
み
込
見
る
な
に
年

生
た
い
て
め
占
を
く
近
数
半
約
、
ち
う
の
量
用
使

エ
省
な
的
躍
飛
で
と
こ
た
れ
入
を
ス
メ
に
備
設
産

。
る
あ
で
と
こ
た
き

き

で
現
実
を
化
ネ

な
薄
希
つ
持
が
人
個

よ
せ
革
改
を
識
意
ネ
エ
省

村
定
　

O
C

2

大
る
わ
関
に
命
の
球
地
は
減
削
の

多くの参加者が真剣なまなざしで聞き入る
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き
な
問
題
だ
と
思
う
。
我
々
も
一
企
業
、
一
個
人

と
し
て
も
、
そ
れ
に
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
木
暮
さ
ん
の
講
演
で
省
エ
ネ
問
題
は
個

人
の
意
識
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
６
%
し
か
な
い

の
に
ア
メ
リ
カ
の
真
似
を
し
て
電
力
を
使
っ
て
い

る
現
状
を
見
る
と
、
日
本
の
個
人
の
省
エ
ネ
意
識

は
希
薄
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
前
、
消
費
者

と
の
懇
談
会
で
缶
の
悪
い
と
こ
ろ
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
捨
て
る
の
が
面
倒
く
さ
い
と
い
う
話
が
出
た
。

缶
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
優
秀
な
素
材
で
あ
る
ス
チ

ー
ル
を
使
っ
て
い
る
の
に
、
一
般
の
人
た
ち
は
、

ま
だ
利
便
性
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
う
し
た
国
民
の
抱
い
て
い
る
意
識
を
変
え
て
い

か
な
い
と
将
来
の
省
エ
ネ
や
C
O
2
の
削
減
は
難

し
い
。

 

会
場
か
ら
一
般
缶
経
営
者
の
省
エ
ネ
事
例
を
披
露

全
員
参
加
の
５
S
巡
回
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
回
避

㈲
須
貝
金
属
工
業
所
・
関
根
浩
二
社
長

　

当
社
で
は
、
従
業
員
全
員
参
加
で
、
8
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
10
〜
15
分
の
「
５
S
」
巡
回
を
し
て

い
る
。
目
的
は
安
全
確
保
を
考
え
な
が
ら
５
S
を

き
っ
ち
り
行
う
た
め
。
危
な
い
作
業
や
設
備
は
な

い
か
を
確
認
で
き
、
整
理
整
頓
が
進
む
。
例
え
ば

修
理
用
の
工
具
が
見
つ
か
ら
な
い
と
5
〜
10
分
機

械
を
止
め
て
し
ま
う
ロ
ス
が
出
る
。
プ
レ
ス
機
械

も
回
し
っ
ぱ
な
し
な
の
に
製
品
は
で
き
て
い
な
い

ロ
ス
に
な
り
、
同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
気
代
の

ロ
ス
に
も
な
る
。「
５
S
」
巡
回
で
こ
う
し
た
ロ

ス
を
防
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
省
エ
ネ
だ
と

思
う
。

デ
マ
ン
ド
管
理
と
L
E
D
化
で
省
電
気
化

大
阪
製
缶
㈱
・
清
水
雄
一
郎
社
長

　

当
社
は
電
気
を
使
う
機
械
が
多
く
、
年
間

2
5
0
0
万
円
位
の
電
気
代
を
払
っ
て
い
た
の
で
、

７
年
位
前
に
デ
マ
ン
ド
管
理
を
始
め
た
。
こ
の
結

果
、
年
間
の
電
気
代
が
5
0
0
万
位
少
な
く
な
っ

た
。
以
降
は
そ
れ
以
上
の
電
気
代
節
約
は
難
し
い

が
、
デ
マ
ン
ド
で
監
視
し
続
け
る
こ
と
で
電
気
代

が
大
幅
に
上
が
ら
な
い
と
こ
ろ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
さ
ら
に
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
更
新
を
始
め
、

L
E
D
へ
の
交
換
を
経
費
や
場
所
な
ど
か
ら
徐
々

に
し
て
い
る
。
あ
と
は
、
営
業
車
を
ガ
ソ
リ
ン
か

ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
し
た
り
、
極
力
燃
費
の
い
い

車
を
導
入
し
て
い
る
。

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
一
言

鳥
居　

今
回
の
テ
ー
マ
は
非
常
に
難
し
い
「
省
エ

ネ
」
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
も
十
分
理
解
し
て

い
た
だ
け
た
か
大
変
不
安
で
す
。
会
社
は
売
上
第

一
、そ
こ
に
原
価
が
あ
っ
て
、営
業
利
益
が
い
く
ら
、

と
い
う
数
字
を
見
て
い
る
。
そ
の
次
に
販
売
管
理

費
が
あ
り
、
こ
こ
で
省
エ
ネ
を
実
践
し
て
こ
の
費

用
を
で
き
る
だ
け
圧
縮
す
る
こ
と
が
経
営
者
に
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

パネリスト略歴

コーディネーター略歴

緒方一雄（おがた かずお）氏
（一社）日本中小企業団体連盟 環境対策委員長
1947年福岡県生まれ。1980年総合商社㈱國
商設立。1993年地球温暖化防止対策の活動
を始める。
2005年アルゼンチントヨタハイラックに低公害
装置を提供し、リコール問題を解決。2012年㈱
地球環境自然科学技術研究所設立。ＣＯ２低減
装置（後付装置）、実用新案登録。車両・船舶・
防衛装備品類として、全省庁統一資格取得。新
エネルギー最先端技術で、主に、運輸部門から
排出されるＣＯ２削減への取り組みに従事。
2017年3月から現職

木暮　徹（こぐれ とおる）氏
（一社）日本排出量取引支援機構代表理事
1953年6月東京都生まれ。1976年3月独協大
学経済学部卒。1988年各種省エネアイテムを
組み合わせるエスコ事業研究開発、2002年IT
によるエネルギー遠隔監視システム開発、2003
年中空パウダーを用いた断熱塗料の研究開発
に従事。2000年１月国際IT財団企画部主席研
究員。現在、経済産業省･国土交通省が進める
マンションエスコ事業において「自然エネルギー
発電を電池に蓄えて系統連携」を電気保安協
会と研究開発予定。2010年4月から現職。

岩佐佳一郎（いわさ けいいちろう）氏
㈱リミックスポイント補助金チームリーダー
2014年㈱リミックスポイント入社。省エネ関連
補助金のコンサルティング業務に従事。経済産
業省「エネルギー使用合理化等事業者支援補
助金」「中小企業等の省エネ・生産性革命投資
促進事業費補助金」、東京都「中小テナントビ
ル省エネ改修効果見える化プロジェクト」「グリー
ンリース普及促進事業」など実績多数。2015年
4月から現職。

定村　光（さだむら ひかる）氏
寺島製缶工業㈱代表取締役社長
1954年2月東京都生まれ。1977年3月明治大
学経営学部卒。同年４月寺島製缶工業㈱入社、
1984年4月同社取締役、1987年11月から現
職。同社は1913年東京都墨田区寺島で創業、
現在は茨城県にある工場で主にお茶缶、海苔
缶を中心に一般缶を生産。近年は他社との連
携を深め受託生産を推進。2015年6月から全日
本一般缶工業団体連合会会長。2009年5月
から東日本一般缶工業協同組合理事長。

鳥居  廣（とりい ひろし）氏
全日本一般缶工業団体連合会 理事 運営委員長
1951年9月生まれ。1970年高校卒業後、大
阪・中村商事㈱入社。1972年4月㈲鳥居製缶
入社。1981年7月取締役営業部長。1996年4
月代表取締役専務。2002年4月代表取締役社
長。2007年6月全日本一般缶工業団体連合会
監事。2015年6月一般缶イノベーションフォーラ
ム運営委員長。2005年5月東日本一般缶工業
協同組合理事。2013年5月同組合常任理事。
2015年5月同組合副理事長。2009年6月から
現職。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆



一般缶連合会ニュース／第127号（平成29年7月31日）

会
員
組
合
通
常
総
会
報
告

定
村
光
会
長
が
留
任

　  
副
会
長
に
清
水
雄
一郎
氏
、安
藤
宏
行
氏

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
29
年

６
月
２
日
、
大
阪
・
天
王
寺
区
石
ヶ
辻
町
の
ホ
テ

ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
で
第
39
回
定
時
総
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
15
人
。
山
田
秀
雄
西
日
本
組
合

事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
。
中
田
成
一
副
会
長
が

開
会
の
辞
を
述
べ
、
定
村
光
会
長
が
挨
拶
し
た
あ

と
、
同
会
長
が
議
長
と
な
り
議

事
進
行
し
た
。「
平
成
28
年
度

事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書

類
承
認
の
件
」「
平
成
29
年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に

経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決

定
の
件
」「
全
日
本
一
般
缶
Ｐ

Ｒ
活
動
推
進
協
議
会
の
件
」「
３

組
合
統
合
化
問
題
の
件
」「
事

務
所
移
転
の
件
」「
担
当
委
員

選
任
の
件
」「
各
組
合
報
告
事

項
の
件
」
は
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
「
役
員
改

選
の
件
」
は
、
選
任
制
の
方
法

で
理
事
15
人
、
監
事
２
人
が
選

出
さ
れ
た
。
最
後
に
西
日
本
、

中
部
、
東
日
本
の
各
理
事
長
か

ら
近
況
報
告
が
行
わ
れ
、
池
田

祥
三
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
終

っ
た
。
総
会
終
了
後
の
理
事
会

■
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
定
村
光
氏
（
再
任
）

副
理
事
長
に
広
浜
泰
久
氏（
再
任
）、鳥
居
廣
氏（
再

任
）、
竹
内
雅
夫
氏
（
新
任
）

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
29
年
５

月
19
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会
館

で
第
39
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委

任
状
を
含
め
40
人
。
竹
内
雅
夫
常
任
理
事
の
司
会

で
進
行
し
、
鳥
居
廣
副
理
事
長
が
開
会
を
宣
し
た
。

4

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

第
39
回
定
時
総
会
を
開
催

◆平成29年度事業方針◆
　懸案の３組合統合化問題は、東日本組合が平成29年度に実施する
「課題解決プロジェクト事業」に協力しながら、この事業で明確化される組
合組織の存在意義や組合理念などを踏まえながら慎重に対処していく。
　実施事業では、本連合会が企画製作し市場に缶の良さを訴えてきた「オ
リジナルクッキー缶・浮世絵シリーズ」の販売事業が終了したので、これに
代わり平成28年11月に制作した「一般缶もの知りＤＶＤ」の普及活動に
重点を移す。このＤＶＤを小学校社会科の副教材に活用してもらうためホー
ムページにＤＶＤ誘導リンクバナーを新設するとともに東京都台東区立台
東育英小学校の協力を得て、授業活用事例の動画を制作し、これを全国
の小学校に普及させるツールとして活用する。展示会でのＰＲでは、「エコプ
ロ2017」に昨年同様に出展し、一般缶の良さを３Ｒの面からアピールする。
教育情報事業では、中小企業の省エネをテーマに基調講演とパネルディ
スカッションの構成で「一般缶イノベーションフォーラム2017」を開催する。

定
村
光
理
事
長
が
挨
拶
の
の
ち
議
長
と
な
り
議
事

進
行
。「
平
成
28
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
」「
平
成
29
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決

定
の
件
」「
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
決
定
の
件
」

「
３
組
合
統
合
化
問
題
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
任
期
満
了

に
伴
う
「
役
員
改
選
の
件
」
は
、
指
名
推
選
に
よ

り
理
事
16
人
、
監
事
２
人
が
選
出
さ
れ
た
。
志
賀

で
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

会
長　

定
村
光
（
東
日
本
組
合
理
事
長
・
寺
島
製

缶
工
業
㈱
社
長
）

副
会
長　

清
水
雄
一
郎
（
西
日
本
組
合
理
事
長
・

大
阪
製
罐
㈱
社
長
）・
安
藤
宏
行
（
中
部
組
合
理総会終了後、出席者全員で記念撮影

事
長
・
日
東
製
罐
販
売
㈱
社
長
）

専
務
理
事　

野
口
雅
春（
東
日
本
組
合
事
務
局
長
）

理
事　

広
浜
泰
久
（
東
日
本
組
合
副
理
事
長
・
㈱

ヒ
ロ
ハ
マ
会
長
）・
鳥
居
廣
（
東
日
本
組
合
副
理

事
長
・
㈲
鳥
居
製
缶
社
長
）・
竹
内
雅
夫
（
東
日

本
組
合
副
理
事
長
・
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
社
長
）・

最
上
裕
光
（
東
日
本
組
合
常
任
理
事
・
最
上
Ｃ
Ａ

Ｎ
㈱
社
長
）・
加
島
裕
（
東
日
本
組
合
常
任
理
事
・

江
戸
川
製
罐
㈱
社
長
）・
志
賀
正
人
（
東
日
本
組

合
理
事
・
エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
㈱
会
長
）・
筒
井

久
（
東
日
本
組
合
理
事
・
㈱
ト
ー
カ
ン
社
長
）・

馬
場
康
之
（
西
日
本
組
合
副
理
事
長
・
善
友
金
属

㈱
会
長
）・
辻
亘
彦
（
西
日
本
組
合
理
事
・
三
国

金
属
工
業
㈱
社
長
）・
石
川
博
章
（
中
部
組
合
副

理
事
長
・
側
島
製
罐
㈱
社
長
）・
池
田
祥
三
（
中

部
組
合
理
事
・
興
和
製
缶
㈱
社
長
）

監
事　

山
本
泰
則
（
東
日
本
組
合
常
任
理
事
・
㈱

東
都
製
缶
社
長
）・
小
西
康
晴
（
西
日
本
組
合
副

理
事
長
・
生
野
金
属
㈱
社
長
）
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正
人
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。
総
会

後
の
理
事
会
で
役
付
理
事
及
び
専
門
委
員
会
正
副

委
員
長
が
選
出
さ
れ
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

理
事
長　

定
村　

光
（
寺
島
製
缶
工
業
㈱
社
長
）

副
理
事
長　

広
浜
泰
久
（
Ｐ
Ｒ
委
員
長
・
㈱
ヒ
ロ

ハ
マ
会
長
）・
鳥
居
廣
（
財
務
特
別
委
員
長
・
㈲

鳥
居
製
缶
社
長
）・
竹
内
雅
夫
（
新
任
・
課
題
解

決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
長
・
総
会
運
営
委
員

長
・
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
社
長
）

常
任
理
事　

最
上
裕
光
（
流
通
委
員
長
・
最
上
Ｃ

Ａ
Ｎ
㈱
社
長
）・
山
本
泰
則
（
３
組
合
統
合
化
特

別
委
員
長
・
㈱
東
都
製
缶
社
長
）・
加
島
裕
（
新
任
・

教
育
組
織
委
員
長
・
景
気
動
向
等
ア
ン
ケ
ー
ト
運

営
委
員
長
・
江
戸
川
製
罐
㈱
社
長
）

理
事　

志
賀
正
人
（
活
路
開
拓
委
員
長
・
エ
ヌ
エ

ス
金
属
工
業
㈱
会
長
）・
朝
倉
み
ど
り
（
㈱
江
東

堂
高
橋
製
作
所 

取
締
役
）・
神
宮
善
太
郎
（
表
彰

式
運
営
委
員
長
・
㈱
神
宮
製
作
所
社
長
）・
杉
浦

由
記
夫
（
杉
浦
製
罐
㈱
社
長
）・
筒
井
久
（
㈱
ト

ー
カ
ン
社
長
）・
澤
田
武
史
（
東
邦
金
属
工
業
㈱

社
長
）・
小
黒
保
満
（
日
進
製
缶
㈱
社
長
）・
水
戸

部
伸
寿
（
水
戸
部
製
缶
㈱
社
長
）・
小
林
達
生
（
明

祐
工
業
㈱
社
長
）

監
事　

久
保
田
裕
美
（
㈱
久
保
田
製
罐
社
長
）・

関
根
浩
二
（
C
P
S
M
会
運
営
委
員
長
・
㈲
須
貝

金
属
工
業
所
社
長
）

　
副
理
事
長
就
任
挨
拶

　

こ
の
た
び
、
平
成
29
年
5
月
19
日
開
催
の
東
日

本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
副
理
事
長
に
選
任
さ
れ
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

一
般
缶
は
古
来
よ
り
保
存
容
器
と
し
て
生
ま
れ
、

重
宝
、
親
し
ま
れ
な
が
ら
現
在
も
生
活
、
文
化
に

欠
か
せ
な
い
貴
重
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。
業
界
と

し
て
長
い
歴
史
と
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
は
日
々
の
研
究
、
開
発
の
努
力
が
実
を

結
び
又
、
お
客
様
の
様
々
な
二―

ズ
に
応
じ
時
代

に
即
応
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
一
般
缶
が
社
会
と
の
結
び
が
今
で
も
貢
献
し

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
当
業
界
に
と
っ
て
も

製
造
業
と
し
て
の
誇
り
に
値
す
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
一
般
缶
の
も
の
づ
く
り
は
更
に
未
来
へ

続
き
ま
す
。
組
合
の
副
理
事
長
と
し
て
情
報
力
、

企
画
力
を
生
か
し
発
展
の
た
め
尽
く
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
経
歴
】

1
9
4
4
年
9
月
生
ま
れ
。
1
9
6
7
年
3
月
大
学
卒
。

同
年
4
月
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
に
入
社
。
1
9
9
5
年
11

月
取
締
役
経
理
部
長
。
2
0
0
1
年
4
月
常
務
取
締
役
。

2
0
0
9
年
3
月
代
表
取
締
役
社
長

■
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
役
員
歴
／
2
0
1
3
年

5
月
理
事
。
2
0
1
5
年
5
月
常
任
理
事
。
2
0
1
7
年

5
月
副
理
事
長

■
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
役
員
歴
／
2
0
1
3

年
6
月
理
事

■
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
清
水
雄
一
郎
氏
（
新
任
）

副
理
事
長
に
小
西
康
晴
氏
（
再
任
）、
馬
場
康
之

氏
（
新
任
）

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
29
年
５

月
18
日
、
大
阪
市
北
区
の
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
で

第
49
期
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任

状
を
含
め
22
人
。
中
田
成
一
理
事
長
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
議
事
進
行
。「
平
成
28
年
度
事
業
並
び

に
決
算
報
告
書
の
承
認
の
件
」「
平
成
29
年
度
予

算
案
並
び
に
事
業
計
画
承
認
の
件
」「
組
合
創
立

50
周
年
記
念
式
典
開
催
の
件
」
は
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。任
期
満
了
に
伴
う「
役

員
改
選
の
件
」
は
、
連
記
式
無
記
名
投
票
で
理
事

９
人
、
監
事
２
人
が
選
出
さ
れ
た
。
馬
場
理
事
の

閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。
総
会
後
の
理
事
会
で
役

付
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

理
事
長　

清
水
雄
一
郎
（
新
任
・
大
阪
製
罐
㈱
社

長
）

副
理
事
長　

小
西
康
晴
（
生
野
金
属
㈱
社
長
）・

馬
場
康
之
（
新
任
・
善
友
金
属
㈱
会
長
）

理
事　

辻
亘
彦
（
三
国
金
属
工
業
㈱
社
長
）・
渡

邊
静
雄（
江
戸
川
製
罐
工
業
㈱
社
長
）・
岩
橋
徹（
㈱

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属
工
場
社
長
）・
下
宮
正
裕
（
下

宮
金
属
工
業
㈱
社
長
）・
渋
谷
眞
理
子
（
明
和
金

属
工
業
㈱
社
長
）・
田
中
住
子
（
新
任
・
平
和
製

罐
㈱
社
長
）

監
事　

中
山
裕
文
（
中
山
製
缶
㈱
社
長
）・
山
本

浩
之
（
山
雄
製
缶
工
業
㈱
社
長
）

　
理
事
長
就
任
挨
拶

　

こ
の
度
、
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の
理

事
長
に
選
任
さ
れ
、
歴
史
あ
る
協
同
組
合
の
代
表

を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
光
栄
に
感
じ
る
と
共
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

変
化
の
激
し
い
世
の
中
に
あ
っ
て
、
一
般
缶
業

界
の
現
状
も
ま
た
需
要
の
低
迷
・
偏
重
、
そ
れ
に

対
す
る
変
化
・
対
応
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
こ
の
業
界
に
身
を
置
い
て
14
年
ほ
ど
で

す
が
、
歴
代
の
理
事
長
並
び
に
理
事
、
組
合
員
、

そ
し
て
賛
助
会
員
に
至
る
ま
で
、
各
人
各
企
業
が

良
い
関
係
性
を
築
い
て
共
存
共
栄
の
意
識
を
持
っ

て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
厳
し
い
状
況
下
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の
良
い
と

こ
ろ
を
残
し
つ
つ
、
互
い
に
学
び
合
い
さ
ら
に
成

長
し
て
い
け
る
組
合
の
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
経
歴
】

1
9
7
6
年
7
月
生
ま
れ
。
2
0
0
0
年
3
月
甲
南
大
学
卒
。

2
0
0
3
年
3
月
大
阪
製
罐
㈱
入
社
。
2
0
1
0
年
11
月
常

務
取
締
役
営
業
部
長
。
2
0
1
3
年
10
月
代
表
取
締
役
社
長
。

■
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
役
員
歴
／
2
0
1
5
年

5
月
副
理
事
長
。
2
0
1
7
年
5
月
理
事
長

■
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
役
員
歴
／
2
0
1
5

年
6
月
理
事
。
2
0
1
7
年
6
月
副
会
長

東
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　
　
　
　  

協
同
組
合

副
理
事
長
　
竹
内
雅
夫

金
方
堂
松
本
工
業
㈱

　
　
　
　
　  

代
表
取
締
役
社
長

西
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　
　
　
　  

協
同
組
合

理
事
長
　
清
水
雄
一
郎

大
阪
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長
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副
理
事
長
就
任
挨
拶

　

来
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
時
に
西
日

本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の
副
理
事
長
に
選
任
さ

れ
、
何
か
お
役
に
立
て
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
が

強
く
そ
し
て
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
一
杯
で
す
。
缶
業
界
に
入
っ
て
40
年
、

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
の
一
員
と
し
て
、

も
う
す
ぐ
10
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
缶
業

界
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
い

く
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
業
界
全
体
が
団
結
し
て

社
会
、
お
客
様
、
お
取
引
様
が
喜
ん
で
い
た
だ
き
、

そ
し
て
幸
せ
に
な
る
よ
う
な
容
器
作
り
を
し
て
い

け
ば
、
き
っ
と
明
る
い
未
来
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
未
熟
な
も
の

で
す
が
清
水
理
事
長
を
中
心
に
、
微
力
な
が
ら
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
経
歴
】

1
9
5
4
年
6
月
生
ま
れ
。1
9
7
7
年
3
月
甲
南
大
学
卒
。

1
9
7
7
年
12
月
善
友
金
属
㈱
入
社
。1
9
8
4
年
取
締
役
。

1
9
9
5
年
5
月
代
表
取
締
役
。
2
0
1
6
年
7
月
代
表

取
締
役
会
長

■
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
役
員
歴
／
2
0
0
9
年

5
月
理
事
。
2
0
1
7
年
5
月
副
理
事
長

■
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
役
員
歴
／
2
0
1
7

年
6
月
理
事

6

■
中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
安
藤
宏
行
氏
（
新
任
）

副
理
事
長
石
川
博
章
氏（
再
任
）、山
梨
勝
氏（
新
任
）

　

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
平
成
29
年
５
月
23

日
、
名
古
屋
市
の
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
第
67

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を

含
め
８
人
。
事
務
局
が
開
会
を
宣
し
、
池
田
祥
三

理
事
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
議
事
進
行
。

「
平
成
28
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び

剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
関
す
る
件
」「
平
成
29

年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
の
承
認
に
関

す
る
件
」
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
関
す
る
件
」

は
、
指
名
推
選
に
よ
り
理
事
６
人
、
監
事
１
人
が

選
任
さ
れ
た
。
石
川
博
章
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞

で
終
了
し
た
。
総
会
後
の
理
事
会
で
役
付
理
事
が

選
任
さ
れ
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

理
事
長　

安
藤
宏
行
（
新
任
・
日
東
製
罐
販
売
㈱

社
長
）

副
理
事
長　

石
川
博
章
（
側
島
製
罐
㈱
社
長
）・

山
梨
勝
（
新
任
・
静
岡
製
罐
㈲
取
締
役
会
長
）

理
事　

中
川　

泰
（
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ス
㈱
社
長
）・

近
藤
正
臣
（
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
名
古
屋
金
属
工
場
代

表
）・
池
田
祥
三
（
興
和
製
缶
㈱
社
長
）

監
事　

田
中
耕
太
郎
（
㈱
銅
辰
製
作
所
社
長
）

　
理
事
長
就
任
挨
拶

　

こ
の
た
び
、
中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
の
理
事

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
安
藤
宏
行
と
申
し
ま
す
。

日
東
製
罐
㈱
及
び
日
東
製
罐
販
売
㈱
の
社
長
を
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ャ

ン
㈱
と
い
う
18
リ
ッ
ト
ル
缶
製
造
会
社
の
社
長
も

兼
ね
て
お
り
ま
す
。
組
合
活
動
に
は
、
か
れ
こ
れ

20
年
近
く
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
に
経

済
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
会
社
が
岡
崎
市
に
あ
り
、
名
古
屋
か

ら
遠
い
こ
と
も
あ
り
、
私
自
身
、
重
責
を
担
う
役

員
に
は
縁
遠
い
存
在
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
、
は
か
ら
ず
も
伝
統
あ
る
中
部
組
合
の
理
事

長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
中
部
組
合
の
組
合
員
は

少
数
で
す
が
、
い
ず
れ
も
特
徴
を
持
っ
た
会
社
が

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
先
代
の
理
事
長
か
ら
引
き

継
い
だ
組
合
の
役
割
や
責
務
を
深
く
認
識
し
、
先

輩
経
営
者
た
ち
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
業
界
の

発
展
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
最
善
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
若
輩
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
経
歴
】

1
9
6
0
年
３
月
生
ま
れ
。
1
9
8
2
年
３
月
明
治
大
学

工
学
部
卒
。
1
9
8
9
年
12
月
日
東
製
罐
販
売
㈱
入
社
。

以
来
、
社
長
付
で
資
材
課
長
、
取
締
役
社
長
室
長
を
歴
任
。

1
9
9
7
年
３
月
代
表
取
締
役
社
長
兼
日
東
製
罐
㈱
代
表

取
締
役
社
長
。
2
0
0
3
年
２
月
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ャ
ン
㈱

代
表
取
締
役
社
長
。

■
中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
役
員
歴
／
2
0
0
3
年
５
月

理
事
。
2
0
1
7
年
５
月
理
事
長

■
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
役
員
歴
／
2
0
1
7

年
6
月
副
会
長

スリランカのシーサーメタル缶工業社社長ら来日　一般缶連合会事務局を訪問

事務局を訪れたシーサーメタル缶工業社のアニル社長（前列中央）ら

西
日
本
一
般
缶
工
業

　
　
　
　
　
　  

協
同
組
合

副
理
事
長
　
馬
場
康
之

善
友
金
属
㈱
代
表
取
締
役
会
長

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長
　
安
藤
宏
行

日
東
製
罐
販
売
㈱

　
　
　
　
　

  

代
表
取
締
役
社
長

　平成29年４月21日、開発途上にあるスリランカから製缶メーカーのシー
サー・メタル・キャン・インダストリーズのアニル・ディシャプリヤ社長らが全
日本一般缶工業団体連合会の事務所を訪れた。
　アニル社長によると、同国には４つの製缶会社があり、同社は約25年前
に設立された。１ヶ所の工場で主に飲料用王冠（100万個／日）と塗料系
缶の金属印刷から製造までを自社で手掛けている。年商は１億ルピー（約
8,000万円）。社員は70人で外国人はいない。社員の月給は３万円から16
万円。就業時間は平日8：00～17：00、土曜日8：00～13：00となっている。
　一行らは事務所内の展示缶を興味深く見ながら一般缶業界の現状
について同連合会の野口雅春専務理事から説明を受けた。アニル社長
は「今後は日本企業とパートナーを組んで輸出したい」と語った。
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　経済産業省は平成29年２月、金属産業における下請
適正取引等のためのガイドラインを策定し、公表した。こ
れは下請事業者と親事業者との間で、適正な下請取引
が行われるよう、国が策定したガイドライン。望ましい取引
事例（ベストプラクティス）や、下請代金法等で問題となり
得る取引事例等が分かりやすく、具体的に記載されている。
この中で、親事業者の禁止事項である「返品の禁止」に
関連して、一般缶業界に関係する事例が明記された。

　一般缶業界においては、菓子メーカー又はレジャー
施設会社からの委託を受け、特定の印刷を施した菓
子用の缶を納入する場合、印刷不良を理由に返品さ
れることがある。その際、検査基準が明確でなかったり、
検査を一般缶メーカーに文書で委任していないことが
あり、返品の禁止規定に抵触する恐れがある。

金属産業取引適正化ガイドライン
経済産業省が策定公表
一般缶業界の事例が明記される

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
29
年

３
月
９
日
、
東
京
・
中
央
区
の
全
国
会
館
で
春
期

省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
を
一
般
社
団
法
人
日
本
中
小
企

業
団
体
連
盟
（
中
団
連
）
と
共
同
開
催
し
た
。
参

加
者
は
21
人
。
テ
ー
マ
１
は
「
省
エ
ネ
に
対
す
る

国
の
施
策
並
び
に
省
エ
ネ
関
係
補
助
金
に
つ
い

て
」。
講
師
は
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
係
長
の
喜
多
俊
貴
氏
。
テ
ー
マ

２
は
「
平
成
29
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
等

事
業
者
支
援
補
助
金
（
エ
ネ
合
）
に
向
け
て
〜
概

要
予
測
及
び
実
践
的
な
傾
向
と
対
策
〜
」。
講
師

は
㈱
リ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
イ
ン
ト
補
助
金
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
の
岩
佐
佳
一
郎
氏
。
テ
ー
マ
３
は
「
中
小
事

業
所
に
特
化
し
た
省
エ
ネ
事
例
に
つ
い
て
」。
講

師
は
一
般
社
団
法
人
日
本
排
出
量
取
引
支
援
機
構

代
表
理
事
の
木
暮
徹
氏
。

春
期
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー

中
団
連
と
共
同
開
催

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

講師の話に聞き入るセミナー参加者

営業担当者が集まった合同部会

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

は
平
成
29
年
４
月
４
日
と
同
年
６

月
２
日
の
両
日
、
大
阪
・
天
王
寺

区
石
ヶ
辻
町
の
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪

で
合
同
部
会
を
開
催
し
た
。
平
成

28
年
の
「
鋼
材
値
上
げ
動
向
に
関

す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果

報
告
と
近
々
の
鋼
材
動
向
に
つ
い

て
営
業
担
当
者
が
集
ま
り
情
報
交

換
し
た
。
出
席
者
は
両
日
と
も
８

社
12
人
。

〈
主
な
意
見
内
容
〉

 

４
月
４
日　

＊
２
月
９
日
付
の
鉄
鋼
新
聞
に
よ

る
と
ト
ン
２
万
円
の
値
上
げ
額
で
商
談
が
確
認
さ

れ
て
い
る
が
、
状
況
は
や
や
低
い
の
で
は
な
い
か
。

＊
３
月
決
算
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
４
月
以
降
に
値

上
が
り
の
動
き
が
加
速
す
る
の
で
は
な
い
か
。＊

東
と
西
で
は
、
東
の
方
の
動
き
が
早
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。

 

６
月
２
日　

＊
早
い
時
期
（
７
〜
８
月
）
に
決

着
し
た
い
意
向
も
あ
る
が
、
日
程
的
に
は
、
ま
だ

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。＊
鋼
材
の
在
庫
の
消
化
状
況

を
見
て
考
え
て
行
き
た
い
。＊
食
用
油
等
の
値
上

げ
の
問
題
も
あ
る
。＊
種
々
の
意
見
交
換
が
あ
っ

た
が
、
動
き
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
回

の
情
報
交
換
も
早
い
時
期
に
開
催
し
た
方
が
良
い
。

合
同
部
会
開
催

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

平成２８年１２月～平成２９年５月までの一般缶生産出荷実績

      28.12

  29.  1

2

3

4

 5

28.12

  29.  1

         2

         3

         4

         5

年　月

経
済
産
業
省
デ
ー
タ

連
合
会
デ
ー
タ

生　産
出　　荷

販　売 その他
在　庫

（単位：ｔ）

５，１０３ 
（５，５６７）
４，４４８ 
（４，９０７）
４，７０４ 
（５，２９７）
５，３１１ 
（５，５０４）
４，８８０ 
（５，３５８）
５，１１１ 
（５，３９１）
４，０３８ 
（４，２３６）
３，３８８ 
（３，７１１）
３，４０６ 
（３，６５６）
３，６３９ 
（３，７８８）
３，６７８ 
（３，６８２）
３，６１７ 
（３，５６９）

　　５，３３６ 
（５，１８５）
４，５２９ 
（４，１６６）
４，５４４ 
（４，６５４）
５，３７８ 
（５，１５０）
４，８５６ 
（４，９２０）
４，９０９ 
（４，８６１）
４，０８０ 
（４，２４４）
３，１９３ 
（３，５２３）
３，２６４ 
（３，４２４）
３，５３７ 
（３，６５０）
３，５６２ 
（３，５８７）
３，４５０ 
（３，４２４）

１４４ 
（３１２）
８８０ 
（３８５）
９７ 

（４１４）
６２ 

（４８３）
４０ 

（４８５）
１０３ 
（４４７）

９，３１４ 
（７，４８６）
９，９０５ 
（７，８２２）
９，９２７ 
（８，１４０）
９，７８２ 
（８，１８５）
９，７５１ 
（８，３３０）
９，８６４ 
（８，５２９）
５，０３８ 
（４，０９４）
５，２１１ 
（４，２１５）
５，２６２ 
（４，３３７）
５，３２０ 
（４，３８９）
５，３５７ 
（４，４８３）
５，５５１ 
（４，５９８）

（　）内は前年同月実績　※経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
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◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　東日本一般缶工業協同組合は平成29年２月３日、
東京・墨田区文花のすみだ中小企業センターで教
育講習会「知っておきたい発想法」を開催した。こ
れは同センターのオンデマンド制度を活用して、モ
ノやサービスなど商品づくりに向けてアイデアを出す
方法を学び、仕事に生かしてもらおうと教育・組織
委員会が企画したもの。参加者は10人。開会に
当たり加島裕教育・組織委員長が開講の挨拶をし
た。講師はすみだ中小企業センター技術相談員の
伊藤英樹氏。同氏は①スキャンパー（SCAMPER）
②ユーシット（USIT）
オペレータ③ひとりで
できるブレインストー
ミング④TRIZ（トゥ
リーズ）を中心に多
彩な発想法とその
使い方を分かりやす
く紹介した。

　東日本一般缶工業協同組合は平成29年５月19
日、東京・文京区湯島の鉄二健保会館で教育講
習会「あなたの会社も活用できる助成金のいろは」
を開催した。これは公益財団法人東京都中小企
業振興公社のオーダーメイド研修制度を活用したも
の。参加者は28人。講師は中小企業診断士で東
京都中小企業振興公社の専門相談員の那須藤生
氏。同氏は「助成金の特長を知り、そのメリットとデ
メリットを理解する。目的に応じて助成金の種類を
探す。実施主体も国・都道府県・民間財団法人
など幅広い」と説明し、モノの導入や開発にかかわ
る助成金の例やヒト・雇用環境に関する人材確保、
人材育成、人材定
着のための助成金
の事例を紹介し、多
岐にわたる助成金の
活用の仕方をやさし
く解説した。
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第
37
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

定
村
理
事
長
か
ら
優
良
従
業
員
８
人
に
表
彰
状
を
授
与

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
29
年
２

月
24
日
、
東
京
・
中
央
区
の
明
治
座
「
菊
の
間
」

で
第
37
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
た
。
来

賓
と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
製
造
産
業
課

の
斎
藤
昌
子
課
長
と
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
堀
内
忠
専
務
理
事
が
出
席
し
、
組
合
員
各
社

か
ら
推
薦
さ
れ
た
優
良
従
業
員
８
人
を
表
彰
し
た
。

　

表
彰
式
は
神
宮
善
太
郎
運
営
委
員
長
の
司
会
で

進
行
。
志
賀
正
人
副
理
事
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
定
村
光
理
事
長
は
「
日
本
の
現
在
の
平

均
寿
命
は
先
進
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
が
、

1
9
5
0
年
当
時
は
１
番
低
か
っ
た
。
1
9
6
0

年
頃
か
ら
高
度
経
済
成
長
で
国
民
の
生
活
が
豊
か

に
な
り
、
国
民
皆
保
険
制
度
も
確
立
さ
れ
た
お
か

げ
で
平
均
寿
命
が
伸
び
た
と
思
う
。
し
か
し
平
均

寿
命
の
伸
び
だ
け
を
み
て
も
喜
べ
な
い
。
肝
心
な

の
は
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
自
分
１
人
で
す
べ
て
で

き
る
〝
健
康
寿
命
〞
の
ほ
う
で
あ
る
。
健
康
寿
命

を
長
く
維
持
で
き
れ
ば
長
く
働
け
る
。
高
齢
社
会

に
対
応
し
た
方
向
性
と
し
て
、
企
業
に
お
い
て
も

定
年
制
の
枠
に
こ
だ
わ
ら
な
い
緩
や
か
な
雇
用
制

度
が
望
ま
れ
る
。
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
も
一
日
一

日
健
康
に
留
意
さ
れ
、
会
社
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
各
自
考
え
な
が
ら
長
く
職
場
で
邁
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
同
理
事
長
か

ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
渡

さ
れ
た
。
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
技
術
開
発
チ
ー
ム

係
長
の
渋
谷
幸
世
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
関
東

経
済
産
業
局
の
斎
藤
課
長
、
東
京
都
中
央
会
の
堀

内
専
務
理
事
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
竹
内
雅

夫
常
任
理
事
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
記
念
撮
影
の

の
ち
表
彰
式
は
終
了
。
そ
の
あ
と
受
賞
者
は
明
治

座
「
福
田
こ
う
へ
い
特
別
公
演
」
を
楽
し
ん
だ
。

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

渋
谷
幸
世（
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
）、小
熊
裕
子（
金

方
堂
松
本
工
業
㈱
）、
江
川
勝
（
金
方
堂
松
本
工

業
㈱
）、
小
更
ま
さ
子
（
寺
島
製
缶
工
業
㈱
）、
髙

橋
芳
光
（
㈱
ト
ー
カ
ン
）、
高
倉
早
百
合
（
㈱
ヒ

ロ
ハ
マ
）、
石
塚
嘉
美
（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
）、
別
所 

岳
歩
（
水
戸
部
製
缶
㈱
）

受
賞
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
感
想

◆
初
心
を
忘
れ
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
。

◆
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
製
缶
業
に
邁
進
す
る
。

◆
職
場
で
の
仕
事
に
励

み
な
が
ら
社
員
の
一
人

と
し
て
会
社
の
発
展
に

尽
く
し
て
い
く
。

◆
こ
の
受
賞
を
機
に
、

業
界
発
展
の
た
め
良
品

を
よ
り
量
産
す
る
方
法

を
考
え
、
努
力
し
て
い

き
た
い
。

◆
初
め
て
の
受
賞
に
感

激
し
、
充
実
し
た
一
日

に
な
っ
た
。
同
業
他
社

の
人
に
負
け
な
い
よ
う

よ
り
一
層
頑
張
る
。

「知っておきたい発想法」「知っておきたい発想法」

「あなたの会社も活用できる
助成金のいろは」
「あなたの会社も活用できる
助成金のいろは」

東日本一般缶工業協同組合 教育講習会を開催
表彰式会場で記念撮影。前列右から3人目が関東経済産業局斎藤課長、

同２人目が東京都中央会堀内専務理事

プロジェクターで多彩な発想法を学ぶ やさしく解説する那須講師

テーマ

テーマ
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雄
大
な
自
然
の
中
で
作
ら
れ
る

確
か
な
本
物

一般缶缶友会

鹿児島
研修旅行

㈱
藤
田
ワ
ー
ク
ス 

工
場
見
学
を
終
え
て

エ
イ
コ
ー
㈱
　
高
橋
幸
太
郎

　

平
成
29
年
３
月
３
日
〜
４
日
の
２
日
間
、
一
般

缶
缶
友
会
は
鹿
児
島
県
に
あ
る
精
密
板
金
業
を
さ

れ
て
い
る
㈱
藤
田
ワ
ー
ク
ス
の
工
場
見
学
に
13
社

16
人
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

㈱
藤
田
ワ
ー
ク
ス
は
上
野
原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
と

い
う
高
台
に
位
置
し
て
お
り
、
幸
い
に
も
天
候
に

恵
ま
れ
た
た
め
、
眼
下
に
は
鹿
児
島
の
雄
大
な
景

色
を
臨
む
こ
と
が
出
来
る
好
立
地
に
あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
大
広
間
で
会
社
説
明
を
ビ
デ
オ
映
像
と

共
に
受
け
、
そ
の
後
工
場
見
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
社
屋
は
モ
ダ
ン
な
造
り
に
な
っ
て
お
り
、

最
上
階
（
４
階
）
は
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
と
し
て
バ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
や
ジ
ャ
グ
ジ
ー
な
ど
が
設
備
さ
れ
て

お
り
、
希
望
が
あ
れ
ば
社
員
も
使
用
す
る
こ
と
が

出
来
る
等
、
遊
び
心
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
と
し
て
は
高
精
度
精
密
板
金
と
な
っ

て
お
り
、
半
導
体
部
品
や
航
空
部
品
等
そ
の
名
に

恥
じ
な
い
部
品
を
製
造
し
て
お
り
、
ク
レ
ー
ム
率

は
驚
異
の
０
．０
０
２
％
と
非
常
に
高
い
品
質
レ

ベ
ル
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

工
場
内
は
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
等
我
々
の
業
界

で
は
見
た
こ
と
も
無
い
設
備
が
多
数
あ
り
、
基
本

的
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
自
動
で
動
い
て
い

る
た
め
、
さ
な
が
ら
Ｓ
Ｆ
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ

う
な
錯
覚
に
陥
り
ま
す
。

　

会
社
全
体
の
印
象
と
し
て
受
け
た
の
は
、
５
Ｓ

が
行
き
届
い
て
い
る
た
め
整
然
と
し
て
お
り
、
ま

た
社
員
の
平
均
年
齢
は
30
代
後
半
と
非
常
に
若
い

た
め
、
照
明
に
よ
る
明
る
さ
以
上
に
明
る
く
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
で
社
員
の
意
見
を
取
り
込
み
、
よ
り

良
い
作
業
環
境
を
作
る
べ
く
社
員
一
丸
と
な
っ
て

改
善
を
進
め
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

業
界
内
で
先
駆
的
な
動
き
を
取
る
べ
く
毎
年
海
外

視
察
を
行
い
、
国
際
情
勢
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

　全日本一般缶工業団体連合会と東日本一般
缶工業協同組合は、従来の事務所（東京都台
東区台東１－６－６）である古茂田ビルのオーナー・
㈱フージャースコーポレーションから同ビルを解体
し再開発事業に着手したい旨の要請があったた
め、平成29年７月１日に事務所を移転した。移転
先住所と連絡先は次の通り。

事務所を移転全日本一般缶工業団体連合会
東日本一般缶工業協同組合

す
る
こ
と
で
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
見
学
を
さ
せ
て
頂
き
、
同
じ
鉄
鋼
業
界
の

中
で
も
業
種
が
変
わ
る
こ
と
で
自
分
の
中
の
常
識

が
１
８
０
度
覆
さ
れ
た
と
驚
き
を
隠
せ
な
い
の
と

同
時
に
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の

が
見
ら
れ
た
の
で
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
見
学
を
終
え
た

夜
の
懇
親
会
で
は
参
加
さ
れ
た
方
々
と
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
貴
重
な
機
会

を
設
け
て
頂
き
ま
し
た
㈱
藤
田
ワ
ー
ク
ス
の
方
々
、

並
び
に
鹿
児
島
研
修
旅
行
を
企
画
し
て
下
さ
い
ま

し
た
幹
事
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（株）藤田ワークス工場正面玄関前で記念写真

　エコプロ2017は消費財や生産財、エネルギー、各
種サービスまで、700社・団体が出展する環境とエネル
ギーの未来展。来場層はビジネスパーソンをはじめ、政
官財界VIP、環境意識の高い生活者、NPO、未来を担
う子どもたちまで、様々なステークホルダー17万人が来
場予定。19回目となる今回もスチール缶リサイクル協
会、全国十八リットル缶工業組合連合会と共同出展し、
エコの優等生である一般缶を広くPRします。

エコプロ２０１7に出展しますエコプロ２０１7に出展します
■平成29年12月７日（木）～９日（土）
■東京ビッグサイト東ホール全館

全日本一般缶工業団体連合会今年も

住所：〒１１１－００５３
　　  東京都台東区浅草橋５－４－５
　　　　　　 ハシモトビル５Ｆ５０２号
電話：０３－５８０９－３１３６
FAX：０３－３８６４－０９１１

昨年出展したエコプロ「スチール缶」ブースの様子
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大
阪
府
大
東
市
御
領
三
│
五
│
二
〇

電　

話
〇
七
二（
八
七
四
）〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
八
七
五
）四
二
五
二

代
表
取
締
役
社
長  

矢 

谷 

満
里
子

日
西
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

　
　
　
　
　
　
　
　

  

四
│
一
〇
│
四
四

電　

話
〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

代
表
取
締
役
社
長  

砂 

川 

秀 

樹

善
友
金
属
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
│
二
│
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話
〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

会
　
長  

中 

田 

正 

和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

 　
　
　

 

協
同
組
合
連
合
会

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
│
三
│
二
八

電　

話
〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄
一
郎

大
阪
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

一
│
七
│
三
八

電　

話
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役
社
長  

渡 

邊 

靜 

雄

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
立
石
二
│
二
五
│
一

　
　
　
　
　
　
　

  

ベ
ル
ザ
立
石
一
〇
八

電　

話
〇
三（
三
六
九
三
）〇
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
四
）七
七
五
九

代
表
取
締
役  

定 

村
　
光

寺
島
製
缶
工
業
株
式
会
社

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
│
六

電　

話
〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
│
四
六
│
九

電　

話
〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

加 

島
　
裕

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
│
二
八
│
一
一

電　

話
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

本 

多 

三 

郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
│
二
八
│
一
二

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
一

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
瀬
戸
市
安
戸
町
一
三
│
八

電　

話
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

理
事
長  

安 

藤 

宏 
行

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
Ｆ
五
〇
二

電　

話
〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
四
）〇
九
一
一

理
事
長  

定 

村
　
光

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
四
│
一
七

       　
　
　
　

 　
　

千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

理
事
長  

清 

水 

雄
一
郎

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
│
一
三
│
一

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

水
戸
部 

伸 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

埼
玉
県
八
潮
市
南
後
谷
五
〇
八
│
二

電　

話
〇
四
八（
九
三
五
）三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
三
一
）一
八
四
九

代
表
取
締
役  

小 

黒 

保 

満

日
進
製
缶
株
式
会
社

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
│
一
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
三

代
表
取
締
役
社
長  

中 

川 

太 

郎

中
川
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話
〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

代
表
取
締
役  

神 

宮 

善
太
郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘
二
│
四
八
〇
七

電　

話
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由
記
夫

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
中
之
郷
三
│
六
│
一

電　

話
〇
五
四（
三
四
八
）九
一
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
四（
三
四
八
）九
一
三
四

代
表
取
締
役
社
長  

山 

口 

修 

司

大
和
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
│
三
七
│
六

電　

話
〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

代
表
取
締
役  

澤 

田 

武 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
│
二
四

電　

話
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

生
野
金
属
株
式
會
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
│
六
│
一

電　

話
〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

進 
藤 
孝 
生

代
表
取
締
役
社
長  

柿 

木 

厚 

司

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
二
│
一
二

電　

話
〇
三（
五
二
一
一
）六
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
二
一
一
）〇
一
八
一

代
表
取
締
役
社
長  

隅 

田 

博 

彦

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
│
七

電　

話
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

理
事
長  

茂 

木 

孝 

之

東
京
都
錻
力
地
金
商
業
協
同
組
合

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話
〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
│
二
│
三

      　
　
　
　
　

  

日
比
谷
国
際
ビ
ル

電　

話
〇
三（
三
五
九
七
）三
一
一
一

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
Ｆ
五
〇
二

電　

話
〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
四
）〇
九
一
一

会
　
長  

定 

村
　  

光

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
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大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
〇

電　

話
〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
│
一
一
│
二
四

電　

話
〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

健 

士

ネ
　
ピ
　
ユ
　
ー

株
式
会
社
Ｎ
・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
一
│
四
〇

電　

話
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

歩 

美

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
│
一
二
│
八

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
│
一
四
五

電　

話
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

窪 

島 

孝 

行

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
七
一

電　

話
〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役
社
長  

中 

村
　
定

中
村
商
事
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井
　
治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話
〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連
　
一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
│
三

電　

話
〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
│
五
│
一
五

電　

話
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

田 

川 

正 
之

富

安

株

式

会

社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
│
四
│
三
四

電　

話
〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋
　
徹

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
属
工
場

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
│
一

電　

話
〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

株
式
会
社
城
北
錻
力

　
　
　
　
　
　
印
刷
工
業
所

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
│
七
│
三

電　

話
〇
七
二（
八
七
〇
）九
七
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
八
七
〇
）九
七
三
〇

代
表
取
締
役  

清 

末 

浩 

史

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

ブ
リ
キ
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
│
三
八
│
六

電　

話
〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿
冨
田
四
四
六
二

電　

話
〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

代
表
取
締
役  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
│
四
八
│
一
五

電　

話
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
二
二
│
一
四

電　

話
〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
五
三
九
）二
四
一
五

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
│
六
│
三

電　

話
〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

代
表
取
締
役
社
長  

是 

松 

一 

郎

是
松
鋼
商
株
式
会
社

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
│
一
四

電　

話
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
九

代
表
取
締
役
社
長  

清 

野 

泰 

樹

株
式
会
社
M
O
B
Y

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
│
七
│
一

電　

話
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
八

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

新
里
機
工
株
式
会
社

大
阪
府
泉
南
市
り
ん
く
う
南
浜
三
│
一
七

電　

話
〇
七
二（
四
八
二
）〇
一
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
四
八
二
）一
〇
一
五

代
表
取
締
役  

田 
中 
住 
子

平
和
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
│
七
│
二
〇

電　

話
〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

代
表
取
締
役  

辻
　
亘 

彦

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
│
三
一
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

代
表
取
締
役
社
長  

川 

島 

大 

吾

西
部
容
器
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

代
表
取
締
役  

大
久
保 

八 

城

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
│
五
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

眞
理
子

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）
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平
成
29
年
2
月
か
ら

　
　
　

7
月
ま
で
の
行
事

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

２
／
２　

事
務
局
長
協
会
「
新
年
交
流
会
」

２
／
３　
「
知
っ
て
お
き
た
い
発
想
法
」
講
習
会

２
／
８　

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
「
人
材

　
　
　
　

力
向
上
・
組
織
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
」

２
／
20　

事
務
局
長
協
会
「
理
事
会
」

２
／
22　

中
部
組
合
「
統
合
化
打
合
せ
会
議
」

２
／
24　

第
37
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

３
／
13　

組
合
士
協
会
「
常
任
理
事
会
」

３
／
17　

第
４
回
３
組
合
統
合
化
特
別
委
員
会

３
／
17　

第
５
回
理
事
会
（
役
員
会
）

３
／
21　

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
打
合
せ
会
議

３
／
22　

東
京
中
央
会
「
団
体
向
け
課
題
解
決

　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
説
明
会
」

３
／
23　

事
務
局
長
協
会「
第
61
回
定
期
総
会
」

３
／
24　

第
１
回
活
路
開
拓
委
員
会

４
／
12　

監
事
会

４
／
12　

第
62
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

４
／
20　

第
１
回
教
育
・
組
織
委
員
会

４
／
20　

第
１
回
常
任
理
事
会

４
／
20　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

５
／
12　

中
部
組
合
打
合
せ

５
／
18　

組
合
士
協
会
「
第
42
回
通
常
総
会
」

５
／
19　
「
あ
な
た
の
会
社
も
活
用
で
き
る

　
　
　
　

助
成
金
の
い
ろ
は
」
講
習
会

５
／
19　

第
39
回
通
常
総
会

５
／
31　

東
京
中
央
会
第
65
回
通
常
総
会

６
／
５　

団
体
向
け
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

支
援
事
業
打
合
せ
会
議

６
／
９　

算
定
基
礎
届
申
告
説
明
会

６
／
16　

全
国
組
合
士
連
合
会
「
第
34
回
通

　
　
　
　

常
総
会
」

６
／
30
〜
７
／
１　

事
務
所
移
転
（
台
東
↓

　
　
　
　

浅
草
橋
）

７
／
４　

㈲
髙
田
王
冠
元
社
長
故
髙
田
勝
雄

　
　
　
　

様
お
別
れ
の
会

７
／
５　

三
井
生
命
保
険
㈱「
異
業
種
交
流
会
」

７
／
14　

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
士

　
　
　
　

協
議
会
「
全
体
研
修
会
」

７
／
26　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
平
成
29
年

　
　
　
　

度
団
体
情
報
連
絡
会
」

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

３
／
23　

役
員
会

４
／
４　

合
同
部
会

５
／
11　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

５
／
18　

第
49
期
通
常
総
会

６
／
２　

合
同
部
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

２
／
21　

経
済
産
業
省
「
金
属
産
業
取
引
適

　
　
　
　

正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
会
」

２
／
28　

厚
生
労
働
省
「
生
産
性
向
上
事
例

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
」

３
／
１　

東
京
中
小
企
業
経
友
会
事
業
協
同

　
　
　
　

組
合
「
創
立
25
周
年
記
念
式
典
」

３
／
９　
中
団
連
共
催「
春
期
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
」

３
／
17　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

３
／
17　

第
４
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

４
／
４　

日
本
排
出
取
引
支
援
機
構
「
街
ご

　
　
　
　

と
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
」

４
／
11　

工
場
視
察
㈱
ト
ー
カ
ン
（
ス
リ
ラ

　
　
　
　

ン
カ
缶
工
場
社
長
）

４
／
18　
東
京
都
台
東
区
立
小
学
校
校
長
連
絡
会

４
／
26　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

５
／
23　

経
済
産
業
省
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合

　
　
　
　

理
化
等
事
業
者
支
援
事
業
説
明
会
」

５
／
24　

監
事
会

６
／
２　

第
39
回
定
時
総
会

６
／
２　

第
１
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

平
成
29
年
８
月
か
ら

　
平
成
30
年
１
月
ま
で
の
行
事
予
定

　
　
　
　

推
進
協
議
会

６
／
５　

経
済
産
業
省
「
金
属
課
長
交
代
歓

　
　
　
　

送
迎
会
」

６
／
16　

一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

　
　
　
　

ラ
ム
打
合
せ

６
／
19　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
通
常
総
会
」

６
／
20　
公
正
取
引
委
員
会
「
事
業
者
団
体
向
け

　
　
　
　
独
禁
法
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
説
明
会
」

６
／
30
〜
７
／
１　

事
務
所
移
転
（
台
東
↓

　
　
　
　

浅
草
橋
）

７
／
３　

エ
コ
プ
ロ
2
0
1
7
出
展
ブ
ー
ス

　
　
　
　

Ｗ
Ｇ
第
２
回
会
議

７
／
６　

一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

　
　
　
　

ラ
ム
2
0
1
7

７
／
26　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

３
／
３
〜
４　

研
修
旅
行
in
鹿
児
島

５
／
27　

第
11
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

９
／
15　

第
２
回
常
任
理
事
会

９
／
15　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

９
／
27　

東
京
中
央
会
「
中
小
企
業
ト
ッ
プ

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
」

10
／
12　

東
京
中
央
会
「
会
長
表
彰
式
」

11
／
２　

事
務
局
長
協
会
「
職
員
交
歓
会
」

11
／
15　

第
63
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

12
／
13　

第
３
回
常
任
理
事
会

12
／
13　

第
３
回
理
事
会
（
役
員
会
）

12
／
13　

忘
年
会

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

８
／
４　

役
員
会　

８
／
８　

合
同
部
会

10
／
上
旬　

組
合
創
立
50
周
年
記
念
行
事
準
備

　
　
　
　

委
員
会
：
H
30
・
５
・
24
開
催

10
／
上
旬　

４
Ｓ
会

10
／
19　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

12
／
１　

役
員
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

９
／
19　

エ
コ
プ
ロ
2
0
1
7
出
展
ブ
ー
ス

　
　
　
　

Ｗ
Ｇ
第
３
回
会
議

12
／
7
〜
9　

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来

　
　
　
　

展
「
エ
コ
プ
ロ
2
0
1
7
」

12
／
13　

東
日
本
組
合
・
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　

活
動
推
進
協
議
会
合
同
忘
年
会

平
成
30
年

１
／
12　

三
役
年
始
挨
拶
回
り

１
／
17　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

１
／
17　

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

１
／
17　

第
42
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会

　
　
　
　

協
議
会

１
／
17　

新
年
賀
詞
交
歓
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

８
／
８　

会
計
監
査

《
代
表
者
交
代
》

（
東
日
本
組
合
特
別
会
員
）

㈲
髙
田
王
冠
製
作
所

　

代
表
取
締
役
社
長　

髙
田　

剛
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
６
月

マ
キ
ノ
製
缶
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

牧
野
亮
太
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
６
月

（
中
部
組
合
）

静
岡
製
罐
㈲

　

代
表
取
締
役
社
長　

松
永
明
人
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
7
月

（
西
日
本
組
合
員
）

平
和
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役　

田
中
住
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
４
月

（
協
力
・
賛
助
会
員
）

㈱
井
上
博
商
店

　

代
表
取
締
役
社
長　

井
上
歩
美
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
３
月

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
ブ
リ
キ
セ
ン
タ
ー
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

清
末
浩
史
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
４
月

《
新
規
加
入
組
合
員
》

（
東
日
本
組
合
）

大
和
サ
ー
ビ
ス
㈱

　

〒
1
1
2
│
0
0
0
2

　

東
京
都
文
京
区
小
石
川
２
│
５
│
７

　

電　

話（
0
3
）3
8
1
2
│
1
2
2
8

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
3
）3
8
1
3
│
8
3
2
0

平
成
29
年
4
月

《
脱
退
組
合
員
》

（
東
日
本
組
合
）

最
上
製
缶
㈱　
　
　
　

平
成
29
年
７
月
15
日

（
西
日
本
組
合
）

日
光
製
缶
㈱　　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日

《
住
所
変
更
》

（
西
日
本
組
合
員
）

平
和
製
罐
㈱
本
社

　

〒
5
9
0
│
0
5
3
5

　

大
阪
府
泉
南
市
り
ん
く
う
南
浜
３
│
17

   

電　

話（
0
7
2
）4
8
2
│
0
1
0
0

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
7
2
）4
8
2
│
1
0
1
5

　

平
成
29
年
７
月
31
日

《
お
悔
や
み
》

平
成
29
年
４
月
26
日

　

㈲
髙
田
王
冠
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長

　
　

髙
田
勝
雄
様
ご
逝
去

組
合
伝
言
板

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

一
般
缶
缶
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

◆
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

平
成
29
年
４
月
19
日
鷹
之
台
カ
ン
ツ
リ
ー

倶
楽
部
で
第
62
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を
開
催
。
参

加
者
は
24
人
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

牧
野
亮
太
氏
（
マ
キ
ノ
製
缶
）　

　
　
　
　
　
　
　

   

47
・
51
・
98
・
27
・
71

二
位　

中
田
正
和
氏
（
大
成
ブ
リ
キ
印
刷
）

　
　
　
　
　
　
　
　

47
・
41
・
88
・
12
・
76

三
位　

関
根
浩
二
氏
（
須
貝
金
属
工
業
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

46
・
48
・
94
・
16
・
78

次
回
は
平
成
29
年
11
月
に
行
う
予
定
。

　

平
成
29
年
５
月
27
日
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
東
コ
ー
ス
で
第
11
回
一
般
缶
缶

友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
。
参
加
者
は
14

人
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

海
老
塚
与
将
氏
（
齋
藤
製
罐
）

　
　
　
　
　
　

  　

53
・
47
・ 

100
・
28.8
・ 

71.2

二
位　

鴫
原
邦
明
氏
（
ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
）

　
　
　
　
　
　

  　

51
・
49
・ 

100
・
26.4
・ 

73.6

三
位　

小
林
達
生
氏
（
明
祐
工
業
）

　
　
　
　
　
　

  　

54
・
58
・ 
112
・
38.4
・ 

73.6

　

平
成
29
年
５
月
11
日
大
阪
府
の
池
田
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
晴
天
の
下
、
第
１
４
９

回
の
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

優
勝　

佐
藤
一
平
氏
（
佐
藤
製
缶
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
・
43
・
13
・
70

二
位　

増
田
竜
介
氏
（
井
上
博
商
店
）

  　
　
　
　
　
　
　
　

    

38
・
41
・
7
・
72

三
位　

森　

尚
氏
（
明
和
金
属
工
業
）

   　
　
　
　
　
　
　
　

   

55
・
50
・
31
・
74

　

次
回
は
平
成
29
年
10
月
に
行
う
予
定

◆
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
一
│
一
六
│
一
一

電　

話
〇
三（
五
七
二
〇
）五
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
七
二
〇
）五
五
一
六

代
表
取
締
役  

桑 

田 

敬 

士

株
式
会
社
愛
罐
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

千
葉
県
船
橋
市
南
海
神
一
│
八
│
一

電　

話
〇
四
七（
四
三
五
）〇
〇
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
三
三
）九
七
六
一

代
表
取
締
役  

大 

塚 

吉 

弘

日
本
メ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
五
│
一
七
│
二

電　

話
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

代
表
取
締
役  

大 

貫 

賢 

充

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
東
海
市
南
柴
田
町
ハ
の
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
三
八
│
一
三

電　

話
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
五

代
表
取
締
役  

大 
岩 
憲 
正

株
式
会
社
伊
賀
井
商
店

８
／
21　

平
成
28
年
度
通
常
総
会

８
／
21　

納
涼
会

12
／　
　

忘
年
会

平
成
30
年

１
／　
　

新
年
会


